
　JA岡山 足守支所選果場での足守メロンの荷下ろし・出荷の荷詰め作業

   JA岡山 足守メロン部との新大井橋(通称メロン橋)のメロンオブジェの清掃活動



 支店内への掲示による来訪者へのPR活動

社員・協力会員に対して受賞商品（宮城・山形合同商談会実行委員会「おいしい山形・食材王国みやぎ
新商品アワード2021」）の告知と宮城の食材PR活動（令和４年６月２３日）

宮城の食材PR活動



おいしい山形・食材王国みやぎ新商品アワード２０２１ 受賞商品

＜宮城県商品 全５品＞

発行元：宮城・山形合同商談会実行委員会【令和３年度事務局－宮城県農政部食産業振興課】
（宮城県・山形県・株式会社七十七銀行・株式会社山形銀行・やまがた食産業クラスター協議会）山形県商品は裏面→

なめらかとろける濃いプリン

株式会社スープ研究所
〒980-0021 宮城県仙台市青葉区中央２－１０－３０
TEL. 022-261-5929 FAX. 022-712-4150

宮城県竹鶏ファームの卵と蔵王低温殺菌牛乳を使用。上質な生クリーム
をたっぷりと使用しており濃厚でコクがあります。甘さには和三盆を、
それを際立たせる隠し味には塩釜の藻塩を使用しております。
柔らかいやさしい甘さが特長の、無添加プリンです。

和肉 国産豚タン厚切り塩麹熟成

株式会社陣中
〒983-0005 宮城県仙台市宮城野区福室字御蔵前二番５７－１
TEL. 022-259-4129 FAX. 022-259-4130 https://jinchu.jp/

国産の原料肉を用いて、牛タン製造で培った「低温加熱製法（製造特
許）」で加工した製品を「和肉（陣中の商標登録）」と呼びます。
加熱済みなので、解凍後加熱せずにそのままでもお召し上がりいただ
ける、今までにない新しいタイプの商品です。第一弾は「国産豚タン
厚切り塩麹熟成」。豚タン本来の旨みを最大限引き出しました。

石巻金華スープカレー さば

山徳平塚水産株式会社
〒986-0022 宮城県石巻市魚町２－８－９
TEL. 0225-22-0171 FAX. 0225-95-6882 https://www.yamatoku-h.jp/

脂ののった金華さばを、野菜たっぷりのトマトソースでまろやかに煮
込んだ具材と､たっぷりのチキンエキスと香味野菜に宮城県産ほやの
魚醤を加えたスープカレーのハーモニーをお楽しみください。
石巻の食に携わる１０社で共同開発した「石巻金華スープカレー」シ
リーズの１品です。

ほやたまご １個入り

有限会社マルキチ阿部商店
〒986-2283 宮城県牡鹿郡女川町市場通り５－１
TEL. 0225-53-2505 FAX. 0225-53-2404 https://kobumaki.jp/

超地域限定のマニアックな郷土料理「ほやたまご」を、かわいいたま
ご型カプセルにすることで、配りやすく、お土産にしやすくしました。
カプセル販売機での販売も可能です。
ほやを丸ごと一つ使って、手作業でゆで卵を包み込み、佃煮風の優し
い味で煮付けた、ほやの一大産地「女川」の家庭の味をご提案します。

1/2日分の野菜が摂れる11種の野菜スープ トマト

石川食品株式会社
〒981-0501 宮城県東松島市赤井字新川前５－３
TEL. 0225-82-2481 FAX. 0225-82-2433 https://ishikawafoods.co.jp/

10種類の国産野菜を具材に、トマトでスープに仕上げた11種の野菜
スープです。行き先のない宮城県産の規格外トマトを仕入れ、自社で
ストレート果汁にし、そのままスープに。ダイスカットした国産野菜
がごろごろ入っています。
袋のままレンジ2分でお召し上がりいただけます。

※ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）に向けた取組について主な目標を併記しています。

宮城・山形合同商談会実行委員会では、宮城・山形両県の優れた新商品等を表彰する『おいしい山形・食材王国みやぎ新商品アワード
２０２１』を新設しました。この度、バイヤーの皆様からの投票結果等を踏まえ、以下のとおり受賞商品が決定しました。



山形県産黒毛和牛とごぼうの昆布巻

株式会社タスクフーズ
〒992-0032 山形県米沢市相生町７－１３０
TEL. 0238-22-7188 FAX. 0238-21-2309 https://koi-miyasaka.com/

北海道産の昆布と山形県産黒毛和牛で国産の牛蒡を巻き上げた風味豊か
な昆布巻です。
創業170余年。江戸時代より米沢にて、名産『鯉の甘煮』を手掛けてきた
老舗の職人が、ひとつひとつ丁寧に巻き上げ伝統の技で炊き上げました。

サクラパスタ

有限会社玉谷製麺所
〒990-0701 山形県西村山郡西川町睦合甲２４２
TEL.0237-74-2817 FAX.0237-74-2598 https://www.tamayaseimen.co.jp/wp/ 

一目惚れをするパスタ。日本の代表的な花「サクラ」を象る、唯一
無二のパスタ。無添加。国産ビーツ入り。自慢の独自製法で茹でて
も美しい桜。
サラダやスープ等に添え日本の春を感じるワンポイントとしてお奨
めです。

缶バーグ デミグラスソース味

株式会社サカタフーズ
〒999-6701 山形県酒田市砂越字上川原５０７
TEL. 0234-61-7900 FAX. 0234-52-2444 https://www.sakatafoods.com/

～これがハンバーグの新しい形～
国産肉のみ使用し、美味しさと安心を詰め込んだ缶詰入りハンバーグ
です。いつでもどこでも手軽に本格ハンバーグを味わえます。常温保
存で製造から3年美味しくお召し上がり頂けます。

芋煮のたれ（みそ味）

株式会社丸十大屋
〒990-0031 山形県山形市十日町三丁目１０－１
TEL. 023-632-1122 FAX. 023-623-5815 https://www.marujyu.com/

宮城・山形庄内地方の秋の風物詩「芋煮」が美味しく簡単に作れま
す。必要な具材を煮込んだら調味料はこれ１つ。
主原料の米みそ、しょうゆは自社製造品です。

干し芋ジェラート

株式会社みどりサービス〘マルノー山形〙
〒999-6701 山形県酒田市砂越字上川原４４－１
TEL. 0234-52-3100 FAX. 0234-52-2230 http://midori-sv.com/maruno.html

山形県庄内産紅はるかを贅沢に使用したジェラートに、庄内産紅はる
かの干し芋を加えました。
濃厚な紅はるかの味わいとミルクの相性が抜群です。なめらかな舌触
りと干し芋の食感が楽しいジェラートです。

宮城県商品は裏面→発行元：宮城・山形合同商談会実行委員会【令和３年度事務局－宮城県農政部食産業振興課】
（宮城県・山形県・株式会社七十七銀行・株式会社山形銀行・やまがた食産業クラスター協議会）

おいしい山形・食材王国みやぎ新商品アワード２０２１ 受賞商品

＜山形県商品 全５品＞

宮城・山形合同商談会実行委員会では、宮城・山形両県の優れた新商品等を表彰する『おいしい山形・食材王国みやぎ新商品アワード
２０２１』を新設しました。この度、バイヤーの皆様からの投票結果等を踏まえ、以下のとおり受賞商品が決定しました。

※ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）に向けた取組について主な目標を併記しています。



いいともあいち運動　　

愛知県主催の県内産農林水産物の消費を促すネットワーク会員（令和４年３月３１日登録）の取り組み

　名古屋支店内への掲示による来訪者へのＰＲ活動



福岡県うきは市と連携協力し、地域振興・地域農産物の消費拡大を目指し、令和４年度から活動。

令和５年度１月１７日「うきは応援団‼企業パートナー」に認定

九州支店での掲示による来訪者へのPR活動

九州支店管内の工事現場事務所での掲示による来訪者へのPR活動



本営業所での掲示による来訪者へのPR活動ۿ

本店での掲示による来訪者へのPR活動

うきは市の農産物等の掲示ポスター



棚田地域の振興への取組み
「つなぐ棚田遺産」に認定されたうきは市「つづら棚田」のオーナーに加入、田植祭･収穫祭等に参加、情報発信



　「ニッポンフードシフト」推進パートナー（令和4年10月7日登録）による食と農の新たな国民運動への取組み

　名刺等へのロゴマークによるＰＲ

ロゴマークを利⽤したＰＲ



地域貢献活動（地域農産物消費拡大等の支援活動） 

－自発的な調査研究活動の取り組み－ 
 
１．趣 旨 

 地域農産物の消費拡大を推進していくためには，作物生産の安定と向上が不可欠である．そのためには，作

物の生産環境を継続的に維持・改良していくための対策が求められる．アイサワ工業では，それら対策の推進

に資する調査研究に取り組むことを通じて，地域農産物の消費拡大を支援している． 
 
２．これまでの取り組み 

特に近年では，地球温暖化等の気候変動が農業に与える影響が懸念されている．農林水産省による「農業農

村整備における地球温暖化対応策のあり方」に関する報告書（2008）では，①気温上昇等による⏿地灌漑の必

要水量の増加や，②積雪量の減少と融雪時期の早期化による春期の河川流量の減少が農業用水へ及ぼす影響な

どについて，予測評価する必要性が指摘されている． 

これらを背景として，アイサワ工業では， 

① 鳥取県東伯郡北栄町の⏿地帯を事例とした，気候変動が灌漑必要水量に与える影響や， 

② 近年取水制限が度々行われている鳥取県の日野川流域を事例とした，少雪化が渇水に与える影響 

について，それら影響の評価を行うための調査研究に取り組んでいる． 
 
地球温暖化等の気候変動に伴う利水上の対策には，基盤整備事業等による解決が必要であり，事業実施のた

めにはエビデンスが求められる．それらに対し本調査研究は必要とされる情報を提供するものであり，検討に

当たっては，入手が容易な気象庁等既存の測定データを利用するなど汎用性が高い手法を用いており，上記の

事例地区に止まらず，広く他地域・他河川における検討に役立てることが可能である． 
 
３．調査研究成果の公開 

調査研究の成果は，課題の解決にあたる関係機関で活用されるよう学会誌等に発表することにより公開して

いる（下表）． 

 

公 開 
年.月 

調査研究のテーマ 掲載誌 発行機関 巻号 執筆者 

2023.3 

① 

温暖化による少雪化が河川流出量と農

業用水に及ぼしてきた影響－鳥取県の

日野川流域における事例－ 

⏿地農業 一般社団法人⏿

地農業振興会 
772 号 中国学園大学 

岸 誠一 
⏿地農業振興会 

名和規夫 
アイサワ工業 

有森正浩 

2021.7 

 ② 

気候変動が⏿地の灌漑必要水量に及ぼ

してきた影響の評価－鳥取県東伯郡の

北栄町地区の芝⏿における事例－ 

農業農村工学会

論文集 
公益社団法人農

業農村工学会 
313 号 アイサワ工業 

有森正浩 
草地三陽 

2020.8 
 ③ 

気候温暖化進行下における⏿地の日消

費水量とかんがい用水量の増加 
⏿地農業 一般社団法人⏿

地農業振興会 
741 号 アイサワ工業 

有森正浩 

2020.3 

 ④ 

鳥取県日野川流域の少雪化傾向と春期

の渇水の関係 
（2021 年年度農業農村工学会賞優秀技術リ

ポート賞を受賞） 

農業農村工学会

誌 
公益社団法人農

業農村工学会 
88 巻 

3 号 

アイサワ工業 
有森正浩 

注）上記の報文・論文については．各発行機関のホームページ上で，要旨または本文の閲覧が可能． 


